
班長研修会で民商の活動にあらためて確信！署名と拡大でもがんばろう！
9月 11日（日）、班長研修会が 23人の参加で開かれました。
午前中は、愛知学習協会長の吉田先生をお招きし、『地域のくらしをつくる

中小企業・業者の力』と題して講演していただきました。講演の中では、は

じめに 3 月 11 日に起こった大震災・原発放射能汚染についてふれられ、「科
学技術への信頼＝科学万能主義の崩壊」「仕合わせ（助け合い）の大切さ」を

再発見させられることになった。と話されました。民商でも班で集まって話

をする（地域のつながり）ことが大切。と民商活動の基本に立ち返ることのできるお話でした。

商売については「19 号線沿いを見ると、大型チェーン店が軒並み並んでいるが、一本中の道に入るとシャッ
ター街になっている」「業者は、サラリーマンと違って、『会社がどうなるか？』という心配ではなく『自分が

どうするのか？』という立場、地域ぐるみで商売を発展させる仕組みを作っていかなければいけない」と話さ

れました。最後に、「大企業や外資系の会社は都合が悪くなれば、海外に商売の拠点を移せばよいが、民商の

会員はそうではない人がほとんど、班や支部に集い、知恵を出し合う仕組みを作っていきましょう」と締めく

くられました。

四つの署名に取り組み、拡大目標もやりきろう！
午後からは、10月から春日井市に向けて「国保税の引き下げ」「住宅リフ

ォーム助成制度の創設」の署名を行うこと。年明けには、「消費税増税反対」

「脱原発」の署名に取り組むことが確認されました。

「私たちの民商」「班・支部活動の手引き」を参考にして、全商連 60 周年に向けての拡大運動の交流が行わ
れました。「なりふり構わず、あった人には必ず商工新聞をすすめるようにしている」「普段は一人で仕事をや

ることが多いので、人付き合いはあまりないが、商売をしていく上で人間関係の大切さを今回の拡大運動を通

して学んでいる」「普段から、仕事をしていく上で人間関係をつくることが重要だ、いざ拡大をしようという

時のストックがある」など拡大の取り組みについて交流しました。

班長研修会は、最後に班活動を基礎に全会員に依拠した拡大運動をがんばろうという意思統一ができるもの

になりました

人格を無視した税金の取り立てに大きな怒り！ 9月7日愛知県交渉で
9 月 7 日におこなわれた愛知県交渉には全県から 90 名が参加、業者の要求

を直接県にぶつけました。とくに今年の 4 月から県の主導で始まった《地方
税滞納整理機構》に意見が集中。担当者が「税金を払わないやつは最低だ」

などと暴言を吐いた実例をもとに県当局の姿勢を追求しました。県の担当者

は終始「のらりくらり」とした答弁でいっそう参加者の怒りをかいました。
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会場 榮太郎です（参加費1,000円）

消費税増税反対の宣伝と署名行動
9月24日(土) 午後1時から

清水屋前です 多数ご参加ください。

第5回春日井民商まつりは

11月6日(日)に実施します！

9月中に120部の
読者拡大に挑戦中！

目標達成まで
あと48部（9/13現在）


